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分 子 疫 学 研 究 室

教　授：浦島　充佳 疫学，統計学，国際保健

教育・研究概要
Ⅰ．研究内容

人は同じように見えても，ある人は病気になり，
ある人は病気にならない。また同じ病名でも，病理
組織像が同じでも，ある患者は治癒し，ある患者は
不幸な転帰をたどる。これは，実験研究だけでは解
明されないし，かといって個々の患者を診療してい
るだけでも氷解するものではない。そこで我々は分
子生物学と疫学を融合させ，新しい臨床研究の分野
を切り開くことにより，この点を解明していく。特
に数年間ビタミン D とその受容体遺伝子多型解析，
ゲノム研究を含めた病気の分子分類を研究室のメイ
ンテーマとする。

分子疫学はあくまで手法である。大学院生には個
別にテーマを与え，分子疫学的手法を駆使して世界
に発信できるエビデンスを構築してもらう。その過
程で，仮説設定，研究デザイン，研究計画書，デー
タモニター，統計ソフト（STATA）を用いての解析，
英語論文作成を体験する。並行して，週に１回のラ
ボミーティングにより疫学，生物統計学の基礎，プ
レゼンテーション能力，コミュニケーション能力，
英語能力を養わせる。

Ⅱ．研究課題
１．介入研究
１）食物アレルギー予防のためのランダム化臨床

試験
２）ビタミン D を用いた二重盲検ランダム化プ

ラセボ比較臨床試験
⑴　肺癌患者を対象とした術後再発予防試験（ビ

タミン D 受容体遺伝子解析含）
⑵　消化器癌患者を対象とした術後再発予防試験

（ビタミン D 受容体遺伝子解析含）
２．観察研究
１）DNA コピー数多型が糖尿病患者の腎合併症

に及ぼす影響
２）臍帯血中ビタミン D 濃度と出生時体重の関

係
３）双胎児研究
４）癌の CGH チップ研究
３．グローバルヘルス
１）新興感染症（新型インフルエンザなど）の数

理モデル
２）災害後のメンタルヘルス

Ⅲ．教育活動
１．平成 25 年度慈恵クリニカルリサーチコース
学内だけでなく学外も対象とし，臨床研究の方法

論に関して 10 回（１回２時間）にわたり夜間セミ
ナーを行った。
２．バイオセキュリティ2013 開催
３．グローバルヘルス
１）教育実習（１年生）
２）選択実習（６年生）
３）プライマリ・ケア実習（１年生～５年生）

「点検・評価」
平成 25 年度は分子疫学研究室が発足して５年目

の年であった。平成 26 年度の目標は，１．ビタミン
D の臨床試験を推進する，２．コピー数多型をゲノ
ム網羅的に探索し，疾病との関係を分子疫学的手法
をもってあきらかにする，３．食物アレルギー予防
試験を推進する。
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Ⅱ．総　　説
 1）野口　宏，浦島　充佳，横田　裕行，松本　尚，郡

山一明，田邉晴山，堂囿俊彦，中川　隆，厚生労働科
学研究研究班．救急救命士の処置範囲拡大にかかわる
実証研究について　これまでの経緯と中間解析の結果．
プレホスピタル・ケア 2013；26(2)：62‒73．

 2）浦島充佳．【共に学ぼう！診療録記載・プレゼンテー
ションのすすめ】学会発表　国際学会と英語による発
表．小児診療 2013；76(4)：639‒42．

 3）浦島充佳．診療ガイドラインの社会的意義と問題点
世界のガイドラインと日本のガイドライン　今後の方
向性を踏まえて．日内会誌 2013；102(9)：2313‒8．

 4）浦島充佳．【救急現場における感染管理】疫学的視
点からの感染管理．プレホスピタル・ケア 2013；
26(6)：22‒7．

臨 床 疫 学 研 究 室

室長・教授：松島　雅人  疫学，臨床疫学，内科学，
総合診療医学，家庭医療
学，糖尿病学

教育・研究概要
臨床疫学研究室は，日常臨床で生ずるさまざまな

疑問を疫学的手法にて解決する臨床疫学を軸として，
研究，教育を行っている。

研究分野は，従来の疾病中心型の臨床研究のト
ピックにとらわれず，医療コミュニケーション，医
療の質評価，行動科学，質的研究等が含まれている。
さらに医療の最前線であるにもかかわらずエビデン
スが不足しているプライマリケア，家庭医療学分野
でのエビデンス生成を目指している。プライマリケ
アリサーチネットワークの構築は学外医療人との共
同研究や研究支援によって達成されつつある。

卒前教育では妥当で効率的な医療を行える医師を
養成する一環として Evidence‒based Medicine 方法
論教育を行っている。卒後教育は大学院教育として
臨床研究の方法論および生物統計学手法の実践を中
心とした教育活動を行っている。特に地域医療を
担っている医療人を対象に社会人大学院生を積極的
に受け入れている。また文部科学省にて採択された
医療人 GP「プライマリケア現場での臨床研究者の
育成」プログラムをシステムとして継続し，新たに

「プライマリケアのための臨床研究者育成プログラ
ム」を設立し，プライマリケアを担う若手医師を
clinician‒researcher として育成している。

Ⅰ．研究課題
１．多施設共同・在宅高齢者コホート構築と在宅

死 に 関 す る 研 究：EMPOWER‒JAPAN 
study（Elderly Mortality Patients Observed 
Within the Existing Residence）

在宅医療は，わが国において特徴的なシステムで
ある。高齢化社会を迎えるにあたって在宅での終末
期の重要性は叫ばれているにも関わらず，在宅高齢
者の経過や予後は明らかでない。そこで本研究では，
東京，神奈川，埼玉の 10 以上の教育診療所におけ
る新規に在宅医療を導入された高齢者を対象にコ
ホートを構築し，前向きに４年間観察することに
よって，在宅死の発生率とそれに関わる因子を明ら
かにすることを目的とし，2013 年２月より開始さ
れた。
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